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１．はじめに 
 
本稿では、言語学において意味論がどのように位置付けられているかをその他の関連する主要
な部門の基本的な概念と比較・対照しながら見ていきたいと思う。 
 
２．言語学における意味論の位置付け 
 
まず最初に、言語を言語として成り立たせるためにどのような条件が必要であるかということ
を単語を基にして考えてみると、音的な側面と意味的な側面の両方が必要であるということが明
らかである。 
例えば、book という英語の単語には /búk/ という音声と「本」という意味が二つとも備わっ
ていなければ言語として機能しないということが分かる。今仮に /duk/ という音声を持った
dook という単語が英語にあったとしても、それに対応する意味が dook という単語になければ、
dookという英語の単語は英語の単語として存在しないことになる。 
それに対して、意味だけが存在していて、それを表す音声がなければある言語の単語として認
めるわけにはいかない。日本の東北地方には下駄の歯の間に挟まった雪のことを表現する単語が
あるというがほかの地方の人にとってはそのようなところに挟まった雪を見た経験があったと
してもそれを表す言語を知らない、すなわちその部分の雪を表す言語が存在しないということに
なる。 
上のいくつかの具体的な例でみてわかるように、言語には音的な側面と意味的な側面の両方が
備わっていなければならない。 
音的な面を取り扱う言語学の部門に音韻論（phonology）があり、言語の意味的な面を取り扱
う部門に意味論（semantics）がある。 
言語形式の結合上の規則を取り扱うものに形態論と統語論という二つの部門があり、前者は英
語の book という単語には複数を意味する接尾辞の –s が付加されて books になるというような
規則を扱い、後者は bookという単語に冠詞の aが付いて a bookという句になったり、Johnとい
う主語の後には openedという動詞がきてその後には a bookという目的語がきた場合には、John 
opened a book. という文になるというような規則を取り扱う。 
狭い意味で形態論と統語論の二つをあわせて文法と呼ぶこともあるが、もっと広い意味で音韻
論、形態論、統語論、意味論をあわせて文法と呼ぶことがある。現代の言語学では、ある言語の
文法とはその言語についての一般理論をその特定言語に適用したものとして規定される。そして、
その一般理論の中には音韻論、形態論、統語論、意味論がすべて含まれていることになる。 
 
３. まとめ 
 
上で見てきたように、意味論は広い意味の文法において一つの主要な役割を担う部門で
あることが明らかである。さらに、そのように位置付けられた意味論に生成能力を与える
かあるいは解釈的な機能を持たせるかという問題があるが、これも現代の言語学において
重要な問題の一つである。 
そのような問題を別にしても、上で見てきたように、意味論が言語の一般理論において
一つの重要な役割を果たす位置にあることは誰もが否定できない事実である。1) 
 
註 
 
1) 言語学における意味論の課題と目標は意味構造の記述である。そのために様々な理論的概念を導入して
分析が進められている。 そのようなものの一つに語彙素 (lexeme) という概念がある。Cf.Coseriu(1967), 
Martinet(1964). 
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